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は
じ
め
に

『
回
生
録
』
は
、
広
島
県
山
県
郡
大
朝
村
（
現
大
朝
町
）
で
周
辺

村
人
た
ち
の
診
療
に
従
事
し
た
漢
方
医
家
三
代
に
わ
た
る
診
療
録
で

あ
る
。
（
こ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
末
田
が
第
八
九
回
日
本

医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
）
。
本
研
究
で
は
、
初
代
・
進
藤
周
岱

に
よ
る
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
か
ら
文
政
二
年
ま
で
五
年
間
の

診
療
録
を
お
も
な
史
料
と
し
て
も
ち
い
る
。

『
回
生
録
』
は
文
字
ど
お
り
江
戸
時
代
庶
民
の
カ
ル
テ
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
も
貴
重
な
史
料
だ
が
、
診
療
録
と
平
行
し
て
医
師
の
日
記

が
つ
づ
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、
い
っ
そ
う
史
料
的
価
値
が
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
『
回
生
録
』
を
お
も
な
テ
キ
ス
ト
と
し
、

日
記
を
補
完
的
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
庶
民
の
病
気
の

『
回
生
録
』
の
研
究
（
１
）

１

昼
田
源
四
郎
、

Ｊ２

末
田
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有
り
様
や
、
そ
の
治
療
に
た
ず
さ
わ
っ
た
在
村
医
家
の
診
療
活
動
の

実
際
を
解
明
す
る
の
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

一
患
者
数
、
診
療
圏
、
使
用
薬
方

年
間
に
記
載
さ
れ
た
患
者
件
数
は
平
均
五
一
四
件
、
重
複
を
除
い

た
年
間
患
者
実
人
数
は
平
均
三
八
○
人
ほ
ど
で
あ
る
。
一
件
あ
た
り

の
処
方
回
数
は
最
小
一
、
最
大
二
四
で
、
平
均
五
・
六
回
で
あ
る
。

多
く
の
事
例
で
、
処
方
は
日
ご
と
に
、
と
き
に
は
一
日
の
内
で
、
（
お

そ
ら
く
は
証
の
変
化
に
応
じ
て
）
次
つ
ぎ
と
変
方
さ
れ
て
お
り
、
こ

ま
め
に
患
者
を
診
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

処
方
さ
れ
て
い
る
薬
剤
は
三
百
種
ち
か
く
に
及
び
、
さ
ら
に
加
減

方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

一
、
大
門
内
利
兵
衛
頭
痛
悪
寒
咳
嗽
心
下
瘤
食
不
進
。
四
月
六

日
十
弓
蘓
加
杏
二
、
同
七
日
不
換
金
加
葛
杏
二
、
同
日
積
柴
胡
加

兵
二
、
同
八
日
大
柴
加
笑
兵
二
、
同
夜
七
清
加
兵
二
、
同
九
日
又

加
杏
二
、
同
十
日
四
、
同
十
一
日
行
香
蘓
加
兵
三
、
同
十
二
日
発

陳
加
枳
橘
三
、
…
…
同
十
五
日
分
心
気
加
莎
枳
兵
三
、
同
十
六
日

三
消
去
大
三
、
…
：
．
同
廿
六
日
胃
苓
二

使
わ
れ
て
い
る
薬
方
の
一
覧
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
す
。
各
薬
方
の
出

二
疾
病
分
類

簡
単
な
症
状
記
載
を
お
も
な
手
が
か
り
と
し
、
使
用
薬
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
文
化
十
二
年
の
全
事
例
を
第
九
回
国
際
疾
病
分
類
に

も
と
づ
い
て
分
類
し
て
ゑ
た
。
分
類
の
手
が
か
り
と
し
た
症
状
記
載

を
例
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

感
染
症
及
び
寄
生
虫
症
「
痘
瘡
悪
寒
、
頭
痛
、
嘔
吐
」
「
淋
」

「
揚
梅
瘡
‐
｜
な
ど
／
神
経
系
及
び
感
覚
系
の
疾
患
「
中
気
、
左
半
身

不
仁
」
「
眼
疾
」
な
ど
／
呼
吸
器
系
の
疾
患
「
感
冒
」
「
流
行
風
」
な

ど
／
消
化
器
系
の
疾
患
「
腹
中
満
悶
、
或
時
吐
苦
水
」
「
下
痢
、
腹
痛
」

な
ど
。
症
状
記
載
が
乏
し
く
、
分
類
困
難
な
も
の
は
診
断
名
不
明
確

典
を
調
査
中
だ
が
、
わ
か
ら
な
い
も
の
も
多
い
の
で
、
ご
教
示
を
お

願
い
し
た
い
。

往
診
が
診
療
の
中
心
的
な
形
態
だ
っ
た
よ
う
だ
。
泊
ま
り
が
け
で

の
往
診
も
多
い
。
現
大
朝
町
内
の
患
者
が
約
七
五
％
で
も
っ
と
も
多

く
、
約
十
二
キ
ロ
離
れ
た
旧
市
木
村
の
患
者
が
約
十
二
％
と
こ
れ
に

次
ぐ
。
患
者
の
お
よ
そ
九
五
％
は
医
師
の
居
住
地
か
ら
十
五
キ
ロ
圏

内
の
村
む
ら
の
住
民
で
あ
る
。
医
師
の
一
日
の
足
跡
を
追
っ
た
も
の

を
ス
ラ
イ
ド
で
示
す
。
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な
状
態
に
分
類
し
た
。

そ
の
結
果
、
消
化
器
系
の
疾
患
二
五
・
二
％
、
呼
吸
器
系
の
疾
患

二
四
・
○
％
、
症
状
、
徴
候
及
び
診
断
名
不
明
確
の
状
態
十
三
・
一

％
、
感
染
症
及
び
寄
生
虫
症
十
二
・
六
％
、
神
経
系
及
び
感
覚
器
の

疾
患
六
・
一
％
の
順
に
分
類
で
き
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
四
年
（
一
九

四
九
）
の
厚
生
省
統
計
の
罹
病
率
の
順
位
、
す
な
わ
ち
呼
吸
器
系
の

疾
患
二
二
％
、
消
化
器
系
の
疾
患
二
一
％
、
症
状
老
衰
及
び
診
断
名

不
適
当
の
状
態
十
四
％
、
伝
染
病
及
び
寄
生
虫
病
十
一
％
、
神
経
系

及
び
感
覚
系
の
疾
患
十
％
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

詳
細
な
検
討
は
ま
だ
出
来
て
い
な
い
が
、
注
意
を
ひ
く
点
と
し
て

①
痘
瘡
と
そ
の
後
遺
症
の
事
例
が
文
化
十
二
年
だ
け
で
二
三
件

（
五
・
四
％
）
も
あ
る
。
末
田
に
よ
れ
ば
、
山
県
郡
内
に
種
痘
が
伝

わ
る
の
は
少
し
時
代
の
さ
が
っ
た
嘉
永
年
間
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は

こ
の
地
域
で
も
、
痘
瘡
が
椙
恢
を
き
わ
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
②
妊
娠
・
産
褥
の
合
併
症
が
十
七
例
（
四
・
○
％
）
と
か
な
り

の
数
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
、
当
時
の
母
体
の
保
健
状
態
の

わ
る
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
③
慢
性
疾
患
の
取
り
扱
い
件
数

は
少
な
く
、
急
性
疾
患
の
診
療
が
中
心
で
あ
っ
た
。

以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ｄ
（
針
生
ヶ
丘
病
院
）

⑳
（
広
島
県
山
県
郡
医
師
会
史
編
纂
委
員
会
）
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